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　日本の医薬分業は，37 のモデル国立病院に対して完全分業（院外処方箋受取率 70％以上）を指示した 1997 年以降
急速に進み，医療機関での院外処方箋受取率は現在 75％以上となっている．2000 年に約 46,000 であった保険薬局は
現在 60,000 店を超え，2000 年に 3兆円程度であった調剤医療費は現在 8兆円を超えている．
　日本の医薬分業についてはその功罪についてさまざまな議論がされている．本格的な医薬分業が進んでから 25 年
が経過した．あらためて医薬分業が病院の在り方にどのような影響を与えているのか，また医療 DX が本格化し，電
子処方箋の時代を迎えて，これからの医薬分業はどのような未来を迎えるのか，徹底的に特集する．［企画・今村 英仁］
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